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スケジュール 

 

   7月13日（土） 10:00-12:00  ワークショップ 第２学舎	
 ２号館	
 C	
 501教室	
 

	
 12:00-	
 受付開始	
 	
 

	
 13:00-14:55	
 	
 研究発表Ⅰ	
 第２学舎	
 ２号館	
 	
 C	
 501,	
 502,	
 503	
 教室	
 

	
 15:10-15:30	
 総会	
 第２学舎	
 ４号館	
 F	
 402	
 教室	
 

	
 15:40-17:10	
 	
 招待講演	
 第２学舎	
 ４号館	
 	
 F	
 402	
 教室	
 

	
 17:30-19:30	
 	
 懇親会	
 レストラン・チルコロ（新関大会館南棟４階） 

 

   7月14日（日） 10:00-  受付開始  

 10:30-12:25  研究発表Ⅱ 第２学舎	
 ２号館	
 	
 C	
 501,	
 502,	
 503教室 

 13:30-16:30  シンポジウム  第２学舎	
 ４号館	
 F	
 402	
 教室 

 16:30  閉会の辞 第２学舎	
 ４号館	
 F	
 402	
 教室 

   

 

❒  大会参加について  

・ 事前に会員登録をお願いします。大会前10日以内に会費納入された方は振替受領書をお持ち下さい。

会費納入が確認できない場合，当日会費のお支払いをお願いし，後日確認後，返金いたします。会員

登録については学会ウェブサイト（https://kls-linguist.com/）をご覧下さい。 

・ 会員は参加無料（会員登録も当日行っております）。当日会員は 一般3,000円，学生2,000円です。 

・ 受付で会員登録を確認したうえで，名札をお渡しします。会場では名札を着用下さい。名札のない方

は入場できません。 

 

 

❒ 懇親会 

第1日目の招待講演会終了後, レストラン・チルコロ（新関大会館南棟４階）で懇親会を開きます。発表

者の方も一般会員の方も，気軽にご参加下さい。（会費：一般4,000円，学生3,000円） 

 

❒ 昼食 

13日（土）は学内の食堂・コンビニが営業しております。14日（日）はともに閉店していますので、昼食

は各自ご持参くださるか、学外（正門から関大前駅の間）の飲食店をご利用ください。 

 

❒ 喫煙・ゴミについて 

・会場内は禁煙です。喫煙は会場校が指定する場所でお願いします（大会受付にお尋ね下さい）。	
 

・ゴミのお持ち帰りにご協力下さい。	
 

	
 



第44回大会プログラム	
 
	
 

	
 

	
 第１日：7月13日（土）	
 

	
 

ワークショップ [ 第２学舎 2号館	
 C 501 教室 ] ............................................. 10:00−12:00 
 

2号館	
 C501教室 

日本語における意味と語用のインターフェース:談話表現を中心に 

代表者：川原	
 功司（名古屋外国語大学）	
 

大島デイヴィッド義和(名古屋大学)	
 

南部智史(モナシュ大学)	
 

澤田治(三重大学)	
 

澤田淳(青山学院大学)	
 	
 

	
 

大会受付開始［第２学舎 ２号館 5階 エレベーター・ホール］………. ........................ 12:00 
 
 
研究発表Ⅰ［第２学舎 2号館 ５階］ .......................................................................... 13:00−14:55 
 
A会場 C 501教室 司会：三宅 知宏（大阪大学） 

1  (13:00-13:35) 日本語の知覚動詞「聞く」における〈判断〉の消長 

   西本 智子	
 (兵庫県立篠山鳳鳴高等学校教諭) 

2  (13:40-14:15) ウェブコーパスを利用した慣用句の創造性研究	
  

  ―「目からうろこが落ちる」「親のすねをかじる」を中心に― 

                オ・ヨンミン (関西大学大学院生)  

3  (14:20-14:55) 容認性調査に基づく Vスギル構文の分析の検証 

 東寺 祐亮（日本文理大学） 

  

B会場  C 502教室   司会：佐野	
 まさき（立命館大学）	
 

1  (13:00-13:35) 東京方言における属格主語に関して:奪格主語との比較から 

 佐久間	
 篤（南山大学大学院生） 

2  (13:40-14:15) 「-ぱなしだ」と「-ままだ」における内項主語構造と外項の削除 

 新山 聖也（筑波大学大学院生） 

3  (14:20-14:55) 形容詞を残余句とするスルーシングについて	
 【招聘発表】 

 瀧田	
 健介（同志社大学） 

 

C会場 C 503教室 司会：田中 真一（神戸大学） 

1  (13:00-13:35) 日本語不確定代名詞重複表現の語彙化について 

 工藤 和也（龍谷大学） 



2  (13:40-14:15) Systematic side of sound symbolism: The case of suffixed mimetics in Japanese 

 Kimi Akita, Jingyi Zhang, and Katsuo Tamaoka（Nagoya University） 

3  (14:20-14:55) 東濃西部方言の遅上がりと拍の延伸について	
 【招聘発表】 

 安藤 智子（富山大学） 

 

総会［第２学舎４号館 F 402 教室］ ................................................................... 15:10-15:30 
 

招待講演［第２学舎４号館 F 402 教室］ ........................................................... 15:40−17:10 
 

司会   由本 陽子（大阪大学） 

言語学者新村出の学風と広辞苑  

新村 恭（フリーエディター・新村出記念財団嘱託） 

 

懇親会［ レストラン・チルコロ（新関大会館４階）］  .................................... 17:30−19:30 
 （会費：一般 4,000円，学生 3,000円）	
 

	
 

	
 

	
 第２日：7月14日（日）	
 

 

 

研究発表Ⅱ［第２学舎 2号館 ５階］ .................................................................. 10:30−12:25 
 

A会場 C 501 教室 司会：中谷健太郎（甲南大学） 

4 (10:30-11:05) Decomposing Remind-me Questions 

 Shun IHARA（Osaka University / JSPS Research Fellow） 
5 (11:10-11:45) Semantic Property in Scrambled Constituents: The Case of Objects in Japanese Transitive 

Sentences 

 Yusuke TANAKA（Kyoto University） 

6 (11:50-11:25)     Sexy Meets Sexist: Genitals in Japanese and the Theory of Conceptual Metaphor 

 Carey BENOM （Nagasaki University） 

 

B会場 C 502 教室   司会：菊田	
 千春（同志社大学）	
 

4 (10:30-11:05) 主体移動表現における様態／経路の際立ちをめぐるパラドックス 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 C'uli'アタヤル語のデータから 

 鈴木 武生（跡見学園女子大学） 

5 (11:10-11:45) 量化副詞の複数性制約について 

   水谷	
 謙太（大阪大学大学院生） 

6 (11:50-11:25)	
 	
  軽動詞構文とイデオフォンの述部統辞構造分析	
 【招聘発表】 

川原功司（名古屋外国語大学） 

 



C会場 C503 教室  司会：鄭	
 聖汝（大阪大学） 

4 (10:30-11:05) 日韓語の「相対」名詞修飾節における推論の役割	
  

  ―「短絡」の補正に関して― 

	
 李	
 載賢（名古屋大学大学院生）・堀江	
 薫（名古屋大学）	
 

5 (11:10-11:45) 日本語の連体修飾表現の習得についての一考察 

  	
 	
   ―中国語及びトルコ語母語話者を対象に― 

孫	
 爽（岡山大学大学院生）・栗林 裕（岡山大学） 

6 (11:50-11:25)	
 	
 幼児における「ノ」の過剰一般化 

 ―連結標識仮説― 

木戸	
 康人（神戸大学）	
 

 

シンポジウム［第２学舎４号館 F 402 教室］ .................................................... 13:30−16:30 
 
高度文法情報付きコーパスとその日本語研究への応用  

  

	
 オーガナイザー：吉本啓	
 (東北大学)	
 

第 I 部:	
 概要とウェブ・インターフェースを用いた検索の例	
 

イントロダクション	
 	
 	
 プラシャント-パルデシ	
 (国立国語研究所)	
 ・吉本啓	
 (東北大学)	
 	
 

前提投射の統語コーパスでの検索	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 窪田悠介	
 (国立国語研究所)・峯島宏次(お茶の水女子大学)	
 	
 

	
 

第 II 部:	
 統語コーパスを用いた文法研究	
 

名詞句と述語の共起関係から見たコーパス研究	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 三好伸芳	
 (実践女子大学)	
 	
 

NPCMJ コーパスをとおしてみる特定の統語環境における語彙の偏り	
 	
 	
 	
 	
 井戸美里	
 (国立国語研究所)	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

    

第 III部 : プログラミングを伴う言語研究  

並列構文における主語句標識と文の意味解釈                            大久保弥 (東京外国語大学)  

 

閉会の辞［第２学舎４号館 F 402 教室］ ...................................................................... 16:30 

	
 関西言語学会会長	
 龍城	
 正明	
 



関西大学  千里山キャンパス  交通アクセス  

・	
  

 

・	
 阪急千里線 北千里方面行き   関大前駅から徒歩５分 

 

 

大会委員	
 上田	
 功	
 (委員長)	
 秋田	
 喜美	
 有田	
 節子	
 菊田	
 千春	
 金水	
 敏	
 

	
 定延	
 利之	
 佐野	
 まさき	
 菅原	
 真理子	
 龍城	
 正明	
 田中	
 真一	
 

	
 田中	
 裕幸	
 	
 	
 	
 	
 	
 田村	
 幸誠	
 	
 	
 鄭	
 聖汝	
 中井	
 悟	
 中野	
 陽子	
 

 中谷 健太郎	
 那須	
 紀夫	
 長谷部	
 陽一郎	
 益岡	
 隆志	
 	
 	
 松本	
 曜	
 

	
 水口	
 志乃扶	
 三宅	
 知宏	
 吉村	
 公宏	
 

事務局   山本	
 英一	
 	
 	
 

大会校委員	
 ブライアン・マレー	
 	
 	
 	
 


